
担当副会長
後藤　大作

事業部長
三尾  泰一郎

公益本部会長
田口　義也

税制部長
小木曽  輝栄

広報部長
志津　竜良

公益本部会
会員だけでなく会員以外に向けて発信す
る事柄を担当しています。
会員及び一般向けのセミナーの発信や、税
制改正に関する提言活動、会報誌発行や
ホームページの管理などを行っています。

青年部会は50才以下の若手経営者、
経営幹部で構成されています。
「租税教育活動」「健康経営」「部会員
増強」の３つを柱に活動しています。

青年部会

担当副会長
大山　安彦 田口　勝一

青年部会長

様々な研修会開催のほか、社会貢献活
動にも力を入れています。
小学生の税に関する絵はがきコンクー
ルは14回目をむかえ、消防署へのタ
オル寄贈活動は11年目になりました。

女性部会

曽我  由美子
 女性部会長

今井　英彦
担当副会長

脇田　誠
組織部長 厚生部長

木村　典彦

担当副会長
髙木　良直

 総務部長
渡邉　好作髙木　雅実

共益本部会長

共益本部会
会員向けの事業やサービス、組織強化
に関わる事柄を担当しています。
「会員交流会」「会員増強ゴルフ大会」は
共益本部会が担当しました。

中津川法人会は
こんな活動をしています
　中津川市・恵那市内の企業約1,000社が加入
しています。
　公益本部会に３部会・共益本部会に３部会の
６つの部会と、青年部会、女性部会で構成され
ており税に関する研修会はもちろん、租税教育
活動、地域社会貢献活動にも力を入れています。



中津川法人会だよりの
あゆみ 

昭和58年9月に１号を発行
令和8年１月号で100号となりました

会報表紙を振り返ります

「中津川法人会だよ
り」として改めてカ
ウントを始めたのは
昭和58年9月発行
からです。

21号より会報名が「恵那路」
となりました。
英語の「Energy」〈エナジー〉
（力、活力、精力という意味）
を使い〈えなじ〉と語呂合わせ
中津川法人会の「力、活力」を
表しています。

会報1号  昭和58年 9月号
(B5判冊子)

明治29年頃、法人会の源流である
「中津川税務署納税会」が発足。
その後、昭和23年4月に「恵那法人会」と
名称変更。さらに昭和47年3月「社団法人
中津川法人会」となりました。

100号

平成20年 6月号
(この号より

A3二つ折3色刷り)

平成25年 9月号
(この号より

A3つ折りフルカラー)

平成12年 7月号

平成18年 1月号

平成27年 3月号

平成29年 9月号 令和4年 7月号
令和7年 7月号

令和8年 1月号

平成元年 3月号

平成3年 9月号 会報21号 平成7年 6月号
(この号よりA４判冊子)

平成10年 10月号


